
ここ数年、訪日外国人の数が急激に増加している。政府は、２０２０年の東京
オリンピックまでに訪日外国人２,０００万人を目標値にしているが、今年度
は1,９００万人を突破する勢いだ。その理由は、中国・アセアン地域での中
間層の激増や、中国・アセアン諸国からの旅行客へのビザ要件の緩和、「円
安」による為替効果などが挙げられる。今回の特集は、訪日外国人の誘客に
成功している岐阜県高山市の事例を紹介する。

　

岐
阜
県
高
山
市
は
、古
い
町
並
み（
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
や
、
日
本

三
大
美
祭
の
ひ
と
つ
で
あ
る
春
・
秋
の

高
山
祭
な
ど
、
歴
史
的
文
化
資
源
が
豊

か
な
ま
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
多
く
の

自
然
や
温
泉
資
源
が
加
わ
り
、「
滞
在

型
・
体
験
型
・
通
年
型
観
光
地
」
と
し

て
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
中
部
地
方
を
代
表
す
る
観
光
地
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
17
年
に
周
辺
９
町
村
と
合
併
し
、

東
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
持
つ
日
本

一
広
い
市
と
な
っ
た
。
現
在
の
人
口
は

約
９
万
人
。
飛
騨
山
脈
の
懐
に
抱
か
れ

た
ま
ち
は
、「
日
本
の
原
風
景
を
残
す

街
」、「
飛
騨
の
小
京
都
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

　

中
で
も
、
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
と
な
っ
て
い
る
上
三
之

町
は
、
観
光
客
に
最
も
人
気
の
あ
る
エ

リ
ア
だ
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
町
並
み

を
歩
く
と
、「
散
策
マ
ッ
プ
」
や
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
手
に
し
た
外
国
人
が

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
通
り
を
散

「飛騨の里」で日本の秋を楽しむ
北アルプスと飛騨山脈に抱かれるようなまち
市内を流れる宮川にかかる『中橋』
新穂高ロープウエイ
多言語で表記された「ぶらり散策マップ」を見る観光客

【写真】

電気のふるさと Vol.42 4

大
き
な
成
果
を
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て
い
る

「
外
国
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が
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し
て
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き
が
で
き
る
ま
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」

10
年
間
で
5
倍
の
外
国
人
が
訪
れ
る

国
際
観
光
都
市
と
し
て
急
成
長

大
き
な
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る

「
外
国
人
が
安
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し
て
一
人
歩
き
が
で
き
る
ま
ち
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（人）
ブラジル 2,231（1.0%）
イギリス 5,324（2.4%）

アメリカ 11,706（5.2%）
カナダ 2,597（1.2%） メキシコ 167（0.1%）

フランス 5,636（2.5%）
ドイツ 4,542（2.0%）

イタリア
3,297（1.5%）

スペイン
6,536（2.9%）

オランダ
1,339（0.6%）

中国
3,080（1.4％）

台湾
69,991
（31.1%）

香港
19,908
（8.8%）

韓国
6,679（3.0%）

タイ
27,961
（12.4%）

シンガポール
7,555（3.4%）

マレーシア
3,359（1.5%）

オーストラリア
10,838（4.8%）

ニュージーランド
537（0.2%）

イスラエル
2,833（1.3%）

その他
29,000
（12.9%）

〔単位：人〕

　

昨
今
の
訪
日
外
国
人
の
激
増
に
伴
い
、

全
国
各
地
の
市
町
村
で
は
、
外
国
人
誘

客
事
業
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
課
題
も
多
い
。
整
理
す
る

と
、
①
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
、
②
情

報
発
信
、
③
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
課
題
を
高
山
市
で
は
、ど
の

よ
う
に
克
服
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

高
山
市
の
国
際
観
光
振
興
の
取
り
組

み
は
、
昭
和
60
年
代
初
頭
か
ら
始
ま
っ

た
。
高
山
市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
が
約

2
0
0
万
人
を
突
破
し
た
時
期
に
、
具

体
的
な
外
国
人
誘
客
事
業
に
着
手
す

る
。
昭
和
61
年
、
国
の
「
国
際
観
光
モ

デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
「
国
際
観

光
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
英
文
併
記
の

誘
導
看
板
を
設
置
し
た
。

　

以
降
、「
飛
騨
高
山
国
際
協
会
」の
設

立
、「
飛
騨
高
山
観
光
案
内
所（
ビ
ジ
ッ

全
・
快
適
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
だ
。
高
山
市
で
は
、
平

成
8
年
ご
ろ
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

等
を
実
施
。
障
が
い
者
や
外
国
人
観
光

客
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
て
き
た
。

観
光
情
報
端
末
に
は
音
声
ガ
イ
ド
や
手

話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
多
目
的
型
公
衆

ト
イ
レ
、
歩
車
道
段
差
解
消
な
ど
の
整

備
を
行
っ
た
。

　

そ
う
し
た
環
境
の
整
備
は
、
外
国
人

に
と
っ
て
も
「
外
国
人
観
光
客
が
安
心

し
て
一
人
歩
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
な
っ
て
具
現
化
し
て
い
く
。

　

市
内
40
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
誘

導
案
内
は
、
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
た
形
で
、
英
語
と
中
国
語
の

繁
体
字
と
簡
体
字
、
韓
国
語
で
表
示
さ

れ
て
い
る
。
路
面
埋
め
込
み
型
の
案
内

板
も
65
ヶ
所
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
前
や
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
近
く
に
あ
る
観
光

案
内
所
で
は
、
常
時
、
英
語
対
応
が
可

能
な
ス
タ
ッ
フ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

策
す
る
観
光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
外
国
人

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
だ
。夜
に
な
る
と
、

市
内
の
食
事
処
で
は
、
飛
騨
地
方
の
郷

土
料
理
を
楽
し
む
外
国
人
観
光
客
の
姿

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
え
る
。

　

海
外
に
お
け
る
高
山
市
の
評
価
は
高

い
。
平
成
19
年
度
の
、
日
本
に
関
す
る

実
用
旅
行
ガ
イ
ド「
M
I
C
H
E
L
I
N

V
o
y
a
g
e
r 

P
r
a
t
i
q
u
e

J
a
p
o
n
」
に
お
い
て
「
必
ず
訪
れ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
案
内
所
）」
を
設
置
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
る「
ま
ち

な
か
観
光
案
内
処
」な
ど
を
整
備
す
る
。

　

平
成
11
年
に「
飛
騨
・
高
山
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
を
官
民
一
体
で

設
立
。平
成
12
年
に
は
、台
湾
か
ら
の
観

光
客
誘
致
を
目
指
す
「
高
台
誘
客
推
進

協
議
会
」を
設
立
し
、平
成
15
年
に
は
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
「
飛
騨
高
山
国
際

誘
客
協
議
会
」と
改
編
し
、外
国
人
観
光

客
の
誘
致
活
動
の
中
心
組
織
と
な
っ
た
。

　

市
民
レ
ベ
ル
で
の
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
で
は
、
平
成
21
年
に
「
も
て
な
し

の
匠 

心
得
帳
」
を
作
成
し
、
市
内
の

宿
泊
・
飲
食
関
係
事
業
者
に
配
布
し
、

「
お
も
て
な
し
研
修
」
を
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
修
は
、
ム
ス
リ
ム
受
入

れ
セ
ミ
ナ
ー
等
、
よ
り
内
容
を
高
度
化

さ
せ
た
形
で
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　

飛
騨
・
高
山
地
域
の
観
光
事
業
の
ベ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
安
心
・
安

た
マ
ッ
プ
の
他
に

各
国
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
常
時
置

か
れ
て
い
る
。
ヘ

ブ
ラ
イ
語
の
マ
ッ

プ
は
東
京
都
で
も

行
っ
て
い
な
い
。

　

最
近
の
外
国
人
観
光
客

に
必
須
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
、
い
わ
ゆ
る
『
無
料
W
i

－

F
i
』
も
整
備
さ
れ
、
昨
年
8
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
は
駅

か
ら
古
い
町
並
み
を
囲
む
エ
リ
ア
だ
が
、

今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
予
定
だ
。

　

観
光
客
は
7
日
間
無
料
で
使
用
で
き
、

利
便
性
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
側
は
緊
急
発
信
な
ど
に
加
え
、

観
光
客
の
動
向
把
握
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
へ
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。

　

最
近
、
注
目
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
「
ハ
ラ
ー
ル
対
応
」
も
、
料
理
や
宿

泊
環
境
な
ど
の
最
低
限
の
情
報
を
開
示

し
て
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
旅
行
客
に

選
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

る
べ
き
観
光
地
」
と
し
て
最
高
の
三
つ

星
評
価
を
獲
得
、
平
成
21
年
3
月
に
は

『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
2
0
0
9
』に
お
い
て
も「
わ

ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
の
あ
る
観
光

地
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
最
高
の
三
つ

星
評
価
を
得
て
い
る
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
高

山
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
平
成
26
年

度
で
約
４
０
０
万
人
。
そ
の
う
ち
外
国

人
観
光
客
数
は
宿
泊
者
ベ
ー
ス
で
28
万

人
で
あ
り
、
今
年
度
は
確
実
に
30
万
人

を
超
す
勢
い
で
あ
る
。人
口
約
９
万
人
の

地
方
都
市
に
、
約
３
倍
の
外
国
人
が
宿

泊
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。高
山
市
は
、

10
年
前
に
比
べ
て
約
5
倍
の
伸
び
を
示

し
て
お
り
、
訪
日
外
国
人
が
訪
れ
る
観

光
地
と
し
て
急
成
長
し
て
い
る
の
だ
。

無
料
利
用
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
観
光
客
に
無

料
で
配
布
し
て
い
る
「
ぶ

ら
り
散
策
マ
ッ
プ
」
は
、

今
年
か
ら
ヘ
ブ
ラ
イ
語

を
加
え
て
、
日
本
語
を
含

め
る
と
11
言

語
に
上
る
。

市
内
各
所
に

は
、
こ
う
し

11言語の
「ぶらり散策マップ」

〔右上〕「無料Wi-Fi」と「ムスリム対応」の看板
〔左上〕4ヶ国語で表記されている誘導看板
〔右下〕高山駅前の「飛騨高山観光案内所」
〔左下〕「飛騨高山観光案内所」ではスタッフが英語対応

観
光
客

ー
ネ
ッ
ト

11言語の
「ぶらり散策マップ」5 電気のふるさと Vol.42

「
外
国
人
が
安
心
し
て
一
人
歩
き
が

で
き
る
」受
け
入
れ
環
境
の
整
備

■高山市の外国人観光客の推移（宿泊者） ■高山市の外国人宿泊者数（国別）平成25年度
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■高山市 観光客数と主な出来事
年 観光客数：人

（うち外国人） 主な出来事

昭和30年 高山祭がNHKで全国に初放映
昭和35年 ◆アメリカコロラド州デンバー市と姉妹都市提携
昭和41年 192,000 上三之町街並保存会結成。国鉄の周遊地に指定される
昭和43年 380,000 観光映画「飛騨の高山」が全日本観光映画コンクールで16ミリ部門最優秀賞を受賞
昭和45年 660,000 国鉄キャンペーン「ディスカバージャパン」により「心のふるさと飛騨高山」として全国的に注目を浴びる
昭和46年 1,043,000 長野県松本市と姉妹都市提携
昭和48年 1,626,000 第一次石油ショック。乗鞍スカイライン開通
昭和51年 2,052,000 観光客200万人突破
昭和54年 1,934,000 第二次石油ショック
昭和57年 1,856,000 社団法人飛騨高山観光協会発足（高山観光協会から法人化）
昭和59年 1,970,000 高山本線全線開通・高山駅開業50周年
昭和60年 1,868,000 ◆英語版観光パンフレット作成（JNTO）
昭和61年 2,308,000 ◆国際観光都市宣言。国際観光モデル地区に指定。観光案内誘導看板整備（英文併記）
昭和62年 2,122,000 ◆飛騨観光案内所（JR高山駅前）「i」案内所に指定
平成元年 2,188,000 首都圏キャンペーン開始
平成2年 2,518,000 特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間8往復。◆五ヶ国語会話集作成（英・仏・独・韓・中）

平成6年 2,305,000
（30,483）高山本線全線開通・高山駅開業60周年記念SL運行

平成8年 2,302,000
（23,856）関西キャンペーン開始。旅フェアに出展開始。◆インターネットによる観光情報発信開始（日本、英）

平成10年 2,932,000 
（32,875）

東海北陸自動車道と名神高速道路一宮JCT接続。飛騨高山温泉利用組合設立。◆外客来訪促進地域に指
定ウエルカムマップ（英語）作成。中国語（繁体字）版パンフレット作成（JNTO）

平成11年 2,697,000
（40,280）

特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間10往復。特急「ワイドビューひだ」高山―大阪間1往復。東海北
陸自動車道荘川IC供用開始。◆飛騨・高山コンベンションビューロー設立。◆国際会議都市に指定

平成13年 3,218,000
（39,664）

飛騨高山ふれあい21事業（観光客300万人突破）。NHK BS2が募集した21世紀に残したい風景で全国第4
位に選ばれる。◆中国語（簡体字）版観光パンフレット作成（JNTO）

平成14年 3,183,000
（47,822）

飛騨高山ふれあい21事業パートⅡ事業。メイヒライナー増便高山－名古屋間9往復。◆中国雲南省麗江市
と友好都市提携。◆観光ホームページに中国語（繁体字）と韓国語を追加

平成15年 3,008,000
（48,449）

飛騨ふれあい21事業パートⅢ事業。乗鞍スカイラインで環境保護のためマイカー規制開始。◆観光ホー
ムページに中国語（簡体字）を追加

平成16年 2,817,000
（60,909）

第1回優秀観光地づくり賞金賞・国土交通大臣賞受賞。中部縦貫自動車道高山西IC供用開始。◆観光ホー
ムページにドイツ語、フランス語、イタリア語を追加

平成17年 4,257,000
（89,500）

合併により新・高山市が誕生。中部国際空港（セントレア）開港。愛・地球博開催。東海環状自動車道美濃
関JCT ～豊田東JCT供用開始。

平成19年 4,345,000
（107,200）

JR6社による岐阜県ディスティネーションキャンペーン。◆外国語版ぶらり散策マップ作成（英語・中国語簡
体字・中国語繁体字・フランス語・イタリア語）。◆ミシュラン・オレンジブックにて三つ星獲得　

平成20年 4,261,000
（171,180）

◆フランス語版観光パンフレット作成（JNTO）。◆外国語版ぶらり散策マップ作成（スペイン語・ドイツ語）
◆CITM2008（上海）に出展（高山市単独）。◆観光ホームページにタイ語を追加

平成21年 4,040,000
（148,000）

「松本・高山・金沢・白川郷誘客協議会」を設立。◆BITE2009（北京）に出展（高山市単独）。◆ITE2009（香港）
に出展（高山市単独）。◆CITM2009（昆明）に出展（高山市単独）。◆外国語版ぶらり散策マップ作成（韓国語）

平成22年 3,812,000
（187,000）◆外国語版ぶらり散策マップ作成（タイ語）。◆WTF2010（上海）に出展（クレア北京のブースに参加）

平成23年 3,481,000
（95,000）

東日本大震災発生。◆海外戦略室設置（国際誘客、外販、文化交流）。外国語ホームページ全面リニューア
ル。英語版facebook（SNS）、中国版ウェイボ（SNS）。◆受け入れ環境水準向上事業。◆TITF2011（タイ）に
出展（広域連携）。◆CITE（広州）に出展（高山市単独）

平成24年 3,769,000
（151,000）

◆昇龍道プロジェクトへ参加。◆古い町並み等外国語ガイド。◆観光庁長官表彰。◆ルーマニア  シビウ市
と友好都市提携。◆ソラマチタウン  ラ・ソラシドでの飛騨の食材PR

平成25年 3,945,000
（225,000）

北陸飛騨3つ星街道誘客推進協議会設立。飛騨地酒ツーリズム協議会設立。飛騨高山おもてなし文化振
興協会設立。◆ペルー共和国ウルバンバ郡と友好都市提携

平成26年 4,025,000
（280,000）無料Wi－Fiスポット12ヶ所整備

平成27年 北陸新幹線開業。◆外国語版ぶらり散策マップ作成（ヘブライ語）

◆は国際観光振興関連事業　

　

高
山
市
の
情
報
発
信
は
徹
底
し
て
い

る
。

　

平
成
８
年
に
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

英
語
版
の
情
報
発
信
を
開
始
し
、
平
成

14
年
か
ら
16
年
に
か
け
て
、中
国
語（
繁

体
字
）、韓
国
語
、中
国
語
（
簡
体
字
）、

ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、イ
タ
リ
ア
語

を
、平
成
20
年
以
降
は
ス
ペ
イ
ン
語
、ポ

ル
ト
ガ
ル
語
、
ロ
シ
ア
語
、
タ
イ
語
を

追
加
し
て
、
日
本
語
を
含
め
る
と
12
言

語
の
ペ
ー
ジ
を
持
つ
サ
イ
ト
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
地
方
都
市
の
観
光
情
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
高
山
市
以
上
の
多
言
語

で
運
営
す
る
サ
イ
ト
は
な
い
。

　
「
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も

の
」
と
は
言
う
も
の
の
、
徹
底
し
た
情

報
発
信
の
熱
意
は
敬
服
に
値
す
る
。
ま

た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
英
語
、
韓
国

語
、
中
国
語
（
繁
体
字
、
簡
体
字
）、

フ
ラ
ン
ス
語
、
タ
イ
語
の
6
カ
国
語
で

作
ら
れ
て
い
る
。

の
大
き
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
以
上
の
よ
う
な
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
、
情
報
発
信
す
る
だ
け
で
誘

客
が
成
功
す
る
ほ
ど
、
観
光
業
は
甘
く

な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
営
業
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

海
外
で
開
催
さ
れ
る
旅
行
博
な
ど
へ

の
出
展
は
、
昭
和
60
年
の
イ
ギ
リ
ス
で

開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
皮
切
り
に
、
平
成
20
年
ま
で
に
41

回
を
数
え
る
。平
成
20
年
か
ら
は
中
国
、

台
湾
で
の
旅
行
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

高
山
市
単
独
の
ブ
ー
ス
出
展
を
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
出
展
は
、
地
域
へ
の

Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
訪

問
、商
談
会
等
で
の
営
業
に
お
い
て
も
、

効
果
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

高
山
市
の
直
接
的
な
観
光
収
入
は
年

間
約
7
０
０
億
円
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
う
ち
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
約
７
％

（
約
49
億
円
）
が
、
訪
日
外
国
人
か
ら

の
収
入
と
し
て
直
接
的
な
も
の
と
な
る
。

　

そ
の
成
功
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

高
山
市
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
事
業

で
最
も
特
徴
的
な
の
は
民
間
主
導
で
あ

「
お
も
て
な
し
」の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

「
民
間
主
導
」で
事
業
を
推
進

で
あ
る
。
平
成
15
年
当
時
か
ら
、
民
間

レ
ベ
ル
で
異
業
種
間
の
連
携
・
協
働
が

推
進
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
展
開

し
、行
政
は
そ
の
支
援
に
徹
し
て
い
る
。

　

外
国
人
観
光
客
誘
致
に
向
け
て
必
須

と
い
わ
れ
る
広
域
連
携
に
つ
い
て
も
、

高
山
市
民
間
レ
ベ
ル
の
動
き
出
し
は
早

か
っ
た
。
現
在
、
国
が
進
め
る
「
広
域

観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成
計
画
」
で
は
、

国
内
８
つ
の
ル
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
先
鞭
を
つ
け
た『
昇
龍
道
』

（
コ
ラ
ム
参
照
）
と
い
う
発
想
も
、
石

川
県
の
「
和
倉
温
泉
観
光
協
会
」
と
の

連
携
の
話
か
ら
始
ま
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
62
年
に
国
際
観
光
モ

デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
た
長
野
県
松
本

市
や
石
川
県
金
沢
市
、
と
岐
阜
県
白
川

郷
を
加
え
た
「
松
本
・
高
山
・
金
沢
・

白
川
郷
誘
客
協
議
会
」
を
平
成
21
年
に

設
立
、
平
成
22
年
か
ら
は
「
越
中
・
飛

騨
観
光
圏
協
議
会
」の
設
立
等
を
経
て
、

平
成
24
年
の
中
部
運
輸
局
の
「
昇
し
ょ
う
り
ゅ
う
ど
う

龍
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
観
光
魅
力
を
海
外
に

広
報
・
宣
伝
す
る
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
と
積
極
的
に
連
携
し
て
い
る

こ
と
も
、大
き
な
特
徴
で
あ
る
。「
お
も

る
こ
と
だ
。

　
（
一
社
）飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
会
長
の
堀ほ

り
や
す
の
り

泰
則
さ
ん
は
、

「
国
際
観
光
振
興
は
、
当
初
か
ら
民
主

導
で
行
っ
て
き
ま
し
た
」と
胸
を
張
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
国
際
観
光
振
興
の

推
進
主
体
は
、市
内
の
ホ
テ
ル
、企
業
、

金
融
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
設
立

し
た
「
飛
騨
高
山
国
際
誘
客
協
議
会
」

　

こ
う
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や

マ
ッ
プ
は
、
海

外
の
日
本
政
府

観
光
局
に
も
置

か
れ
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
多
言
語
対
応

と
と
も
に
、
高

山
市
へ
の
誘
客

ホームページの言語は12言語に上る。写真はタイ語ホ ムペ ジの言語は12言語に上る 写真はタイ語

電気のふるさと Vol.42 6

徹
底
し
た
多
言
語
化
に
よ
る

情
報
発
信
と
海
外
出
展
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飛
騨
・
高
山
地
域
の
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
、
高
山
市
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦

略
部
海
外
戦
略
課
主
任
の
葛く

ず

井い

孝た
か
ひ
ろ弘

さ

ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
い
か
に
消
費
し
て
い
た
だ
く
か
で

す
。当
市
は〝
飛
騨
の
匠
〞と
言
わ
れ
る

漆
器
や
木
工
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
や
、

飛
騨
牛
、
リ
ン
ゴ
な
ど
特
産
品
も
豊
富

で
す
。
中
部
経
産
局
等
の
関
係
機
関
や

市
内
の
生
産
業
者
、
商
店
街
と
の
連
携

を
、
も
っ
と
深
い
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
と
、
着
地
型
の
旅
行
事
業
者
と
の
連

携
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
次
長

の
小こ

せ瀬
光み

つ
の
り則

さ
ん
も
、
観
光
に
続
く
地

場
産
業
の
進
展
に
、
次
の
よ
う
に
期
待

す
る
。

　
「
観
光
は
、
災
害
・
戦
争
な
ど
の
外

　現在、訪日外国人誘客事業で大きな課題のひとつに、広域観光周遊ル
ートの形成がある。
　訪日外国人のニーズの多様化に伴い、観光庁は、本年６月に８つの
「広域観光周遊ルート形成計画」の国土交通大臣認定を発表した。
　従来から、成田（羽田）から東京⇒富士山（静岡・中京圏）⇒京都（関西
圏）といった、いわゆる「ゴールデン・ルート」が外国人観光客の定番ル
ートであった。
　今回の大臣認定は、外国人観光客
の多様化に伴って、この他に「複数
の都道府県を跨るテーマ性・ストー
リー性を持った一連の魅力ある観
光地をネットワーク化し、外国人旅
行者の滞在日数に見合った『広域観
光周遊ルート』の形成を促進し、海
外へ積極的に発信する」もの。
　その先駆けになっているのが『昇
龍道プロジェクト』で、中部国際空
港セントレアや能登空港、富山きと
きと空港、小松空港、富士山静岡空
港などの空港を結ぶ、龍が蛇行する
かのようなルートとなっている。

に
入
れ
た
地
域
外
と
の
、「
連
携
パ
ー

ト
ナ
ー
」
を
増
加
し
て
い
く
こ
と
も
、

狙
い
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

　

今
、
地
域
振
興
の
場
面
で
は
「
頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
積
極
的
に
支
援

し
よ
う
」
と
い
う
の
が
国
の
姿
勢
で
あ

る
。
市
町
村
で
「
頑
張
る
」
姿
勢
を
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
高
山
市
は
極

め
て
戦
略
的
な
の
で
あ
る
。

て
な
し
研
修
」
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
な
ど
で
翻

訳
家
の
紹
介
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し

た
が
、日
本
政
府
観
光
局
に
と
っ
て
も
、

世
界
各
地
に
置
く
都
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
種
類
が
増
え
る
の
は
歓
迎
す
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
に
加
え
、
飛
騨
・
高

山
地
方
の
持
つ
「
お
も
て
な
し
」
の
伝

統
が
、
地
域
の
人
々
に
根
付
い
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
「
一
般
的
に
は
、当
初
、外
国
人
観
光

客
を
迎
え
る
の
に
、
地
域
で
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
取
れ
る
か
が
、
大
き
な
課
題

で
し
ょ
う
。で
も
、お
迎
え
し
て
い
く
う

ち
に
、慣
れ
て
い
く
も
の
で
す
。飛
騨
高

山
地
方
に
は
、
外
国
人
に
限
ら
ず
訪
れ

て
く
れ
た
人
に
対
す
る『
感
謝
』の
念
が

強
く
、
自
然
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
会
長
の
堀
さ
ん
は
語
る
。

　

冬
は
陸
の
孤
島
と
な
る
よ
う
な
飛

騨
・
高
山
地
方
だ
が
、「
こ
ん
な
山
中

に
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
」
と
い
う
感

謝
の
念
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
だ
。
外
国
人
に
特
別
身
構
え

る
こ
と
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
地

域
が
慣
れ
て
い
け
ば
、
訪
日
観
光
客
を

迎
え
る
民
度
が
高
ま
る
の
だ
と
い
う
。

的
要
因
や
、
国
の
政
策

の
影
響
を
受
け
や
す
い

も
の
で
す
。
そ
こ
が
辛

い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
今
は
観
光
で

頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
続
く
地

場
産
業
が
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
」

　

葛
井
さ
ん
は
、地
域
外
と
の
連
携
も
、

さ
ら
に
必
要
だ
と
語
る
。
前
述
し
た
ヘ

ブ
ラ
イ
語
の
「
ぶ
ら
り
散
策
マ
ッ
プ
」

も
、
も
ち
ろ
ん
観
光
客
向
け
で
あ
る
こ

と
は
確
か
だ
が
、
こ
う
し
た
受
け
入
れ

姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
、
高
山
市
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
海
外
ま
で
を
視
野

　

ま
た
、
高
山
市
は
温

泉
観
光
地
で
な
い
こ
と

が
幸
い
し
た
。
温
泉
観

光
地
は
団
体
観
光
客
に

頼
り
が
ち
だ
が
、
そ
れ

で
は
外
国
人
観
光
客
を

迎
え
る
の
は
難
し
い
。

当
初
、
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
の
に
難
色
を
示

す
宿
泊
業
者
が
い
な
い

わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
受
け
入
れ
て
い
く

う
ち
に
、
民
宿
や
市
内

の
飲
食
業
者
レ
ベ
ル
で

も
接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
さ
れ
、「
自
信
」

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
。
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高山市 海外戦略課 主任
葛井 孝弘 さん
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小瀬 光則 さん

漆器工芸品『飛騨春慶』

飛騨高山地方の高級ブランド『飛騨牛』

（一社）飛騨・高山観光コンベ
ンション協会 会長
堀 泰則 さん

市内の居酒屋で。コスタリカから来た観光客
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国
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